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③
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利
用
と
合
意
形
成
～
神
大
寺
地
区
セ
ン
タ
ー
と
神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
の
取
組

■
牧
野
迪
代
・
深
沢
啓
子

地
区
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の
―

多
様
化
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ

　
神
大
寺
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
、

市
内
で
は
十
三
館
目
、
神
奈
川
区
で
は
最
初
の
地
区

セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
住
民
の
期
待
の
中
で
設
立
さ

れ
、
本
年
二
十
年
目
を
迎
え
る
。
利
用
者
は
年
間
約

九
万
人
、
稼
働
率
六
〇
～
七
〇
％
の
平
均
的
地
区
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
昭
和
六
十
二
年
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
の
新
横
浜
ま

で
の
延
伸
に
伴
い
、
周
辺
農
地
の
宅
地
化
か
急
速
に

進
み
転
入
者
が
増
え
て
き
た
。
若
い
世
代
の
住
民
層

が
増
加
し
、
近
年
在
住
外
国
人
や
地
下
鉄
利
用
の
周

辺
地
域
か
ら
の
来
館
者
も
あ
っ
て
、
地
区
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
人
々
も
多
務
化
し
て
き
た
。

　
「
ゆ
め
は
ま
２
０
１
０
プ
ラ
ン
」
に
は
、
「
市
民

が
相
互
に
支
見
合
い
、
心
の
通
い
あ
う
豊
か
な
地
域

社
会
の
実
現
を
は
か
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

交
流
を
通
し
て
、
連
帯
と
協
調
の
心
を
育
て
る
地
域

社
会
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
地
区
セ
ン
タ
ー
」
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
や
関
心
事
が
発
展
、
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、

地
域
づ
く
り
の
要
と
し
て
の
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営

は
、
従
来
の
管
理
型
施
設
か
ら
地
域
住
民
の
意
見
や

要
望
を
取
り
入
れ
た
柔
軟
な
共
存
型
へ
の
転
換
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
様
々
な
意
見
調
整
の
場
と
し
て
の
利

用
者
会
議
の
取
組
と
、
そ
れ
を
支
え
る
区
民
利
用
施

設
協
会
の
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

運
営
に
お
け
る
合
意
形
成
を
考
え
て
み
る
。

２
一
「
利
用
者
の
つ
ど
い
」
で
利
用
ル
ー
ル
づ
く
り

①
―
利
用
者
の
つ
ど
い

　
平
成
九
年
か
ら
毎
年
一
～
二
回
、
こ
れ
ま
で
合
計

四
回
開
催
し
て
き
た
（
表
―
１
。
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
が
主
催
し
、
会
長
が
出
席
、
区
役
所
区
民
施

設
担
当
や
区
民
利
用
施
設
協
会
の
協
力
も
得
て
行
っ

た
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
協
会
、
区
の
レ
ベ
ル
で
の

説
明
や
助
言
が
必
要
で
あ
る
し
、
区
民
施
設
担
当
者

と
利
用
者
と
直
接
向
き
合
え
る
場
に
も
な
る
。

　
討
論
時
間
は
二
時
間
余
り
の
短
時
間
な
の
で
、
予

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
利
用
者
の
意
見
や
要
望
を

ま
と
め
て
、
説
明
の
要
す
る
も
の
、
討
議
の
必
要
の

あ
る
も
の
、
後
の
検
討
課
題
に
委
ね
る
も
の
等
整
理

し
て
お
く
。
意
見
や
要
望
は
全
部
公
開
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
つ
ど
い
」
で
決
め
た
ル
ー
ル
や
意

見
や
要
望
か
ら
運
営
面
で
は
、
次
の
よ
う
な
改
善
を

行
っ
た
。

ア
利
用
状
況
一
覧
表
の
公
開

イ
開
館
時
間
前
の
待
合
所
の
設
置

ウ
館
内
の
分
煙
の
実
施
（
三
ヵ
所
）

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
③
地
域
施
設
の
建
設
・
運
営
と
合
意
形
成

エ
床
清
掃
の
休
館
日
実
施

オ
卓
球
台
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ネ
ッ
ト
等
の
使
用
者
自

身
に
よ
る
セ
ッ
ト
と
後
片
付
け

力
体
育
館
団
体
利
用
時
間
帯
の
増
設
と
時
間
区
分
の

変
更

キ
体
育
館
バ
ス
ケ
ッ
ト
個
人
利
用
ゾ
ー
ン
の
新
設

ク
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
団
体
使
用
時
間
の
増
設
と
整
備

ケ
館
と
利
用
者
の
共
同
開
催
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
祭
り

コ
登
録
団
体
の
会
員
募
集
支
援
（
町
内
回
覧
や
窓
口
）

　
ま
た
、
設
備
面
で
は
自
動
販
売
機
の
設
置
や
掃
除

機
の
全
室
常
備
な
ど
数
多
い
。
一
方
、
駐
車
場
問
題

な
ど
持
ち
越
し
課
題
も
あ
る
。
利
用
者
に
運
営
ル
ー

ル
の
決
定
段
階
に
直
接
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

利
用
ル
ー
ル
遵
守
の
認
識
も
高
ま
り
、
利
用
者
と
館

の
円
滑
な
人
間
関
係
や
信
頼
関
係
に
結
び
付
く
な
ど

波
及
効
果
は
大
き
い
。
「
利
用
者
の
つ
ど
い
」
に
は
、

利
用
団
体
や
個
人
と
の
相
互
理
解
と
親
睦
や
交
流
も

目
的
の
一
つ
に
あ
る
の
で
、
穏
や
か
な
話
し
合
い
を

進
め
、
親
交
を
深
め
る
た
め
に
、
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
テ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
設
け
た
り
、
椅
子
の
並
べ

方
を
工
夫
し
た
り
、
険
悪
な
雰
囲
気
に
な
ら
な
い
よ

う
な
配
慮
も
す
る
。

②
―
体
育
館
利
用
ル
ー
ル
の
見
直
し

　
最
近
の
実
践
例
を
紹
介
し
て
み
よ
う
（
表
―
２
）
。

　
十
一
年
三
月
に
臨
時
の
「
体
育
館
利
用
者
の
つ
ど

１
―
地
区
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の
―
多
様
化
す

　
　
る
利
用
者
ニ
ー
ズ

２
―
「
利
用
者
の
つ
ど
い
」
で
利
用
ル
ー
ル
づ
く
り

３
―
共
存
共
栄
型
セ
ン
タ
ー
祭
り

４
―
地
域
に
根
ざ
し
た
自
主
事
業

５
―
神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
の
取
り
組
み

６
―
今
後
に
向
け
て

利用者のつどい実施状況表―1表―2　体育館の利用時間区分及び使用区分の変更

１



い
」
を
行
っ
た
。
近
年
激
増
し
て
い
る
体
育
館
利
用

者
や
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
へ
の
対
応
策
を
利
用
者
全

員
で
考
え
よ
う
と
体
育
館
利
用
者
全
員
に
呼
び
か
け

た
。
欠
席
の
場
合
は
「
会
に
一
任
」
の
お
願
い
を
し

て
お
い
た
。
参
加
者
は
、
十
五
団
体
、
二
十
三
人
で
、

区
役
所
、
協
会
に
も
同
席
し
て
も
ら
っ
た
。

ア
体
育
館
の
団
体
利
用
時
間
区
分
の
変
更
に
つ
い
て

　
「
午
前
を
Ａ
九
時
～
十
一
時
、
Ｂ
十
一
時
～
十
三

時
の
二
時
間
帯
に
分
け
た
ら
ど
う
か
」
と
館
側
か
ら

提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
「
朝
九
時
で
は
早
す
ぎ

て
実
質
一
時
間
し
か
利
用
で
き
な
い
。
昼
食
時
間
が

ず
れ
る
。
送
り
迎
え
が
で
き
な
い
。
」
と
幼
児
サ
ー
ク

ル
。
「
準
備
と
後
片
付
け
を
入
れ
る
と
実
質
使
用
時
間

が
少
な
い
」
と
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
。

　
個
人
や
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
り
、
折
り
合

い
が
つ
か
ず
、
区
役
所
や
協
会
、
他
施
設
指
導
員
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
助
言
し
て
も
ら
っ
た
が
、
ま
と
ま
ら

な
い
。
討
論
の
末
、
午
前
を
Ａ
九
時
～
十
二
時
、
Ｂ

十
二
時
～
二
時
に
分
け
る
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

夜
の
時
間
帯
の
五
時
～
六
時
が
ほ
と
ん
ど
空
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
午
後
の
個
人
利
用
時
間
帯
を
二
時

～
六
時
に
繰
り
下
げ
よ
う
と
い
う
案
だ
。
よ
う
や
く

一
同
納
得
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
体
育
館
の
フ
ロ
ア
の
原
形
に
つ
い
て

　
従
来
の
団
体
利
用
時
の
利
用
方
法
は
、
常
設
し
て

あ
る
十
二
台
の
卓
球
台
の
片
付
け
か
ら
始
ま
り
、
終

了
後
は
現
状
復
帰
す
る
こ
と
を
決
ま
り
と
し
て
き

た
。
こ
の
方
法
は
、
卓
球
利
用
者
を
優
遇
し
過
ぎ
で

は
な
い
か
と
、
一
般
利
用
者
か
ら
声
が
上
が
っ
て
い

た
。
一
方
、
卓
球
利
用
者
は
、
「
卓
球
台
が
十
二
台
の

常
設
は
、
開
館
以
来
で
現
状
維
持
」
を
主
張
す
る
。

高
齢
者
団
体
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
団
体
か
ら
、
「
卓

球
台
の
移
動
は
時
に
怪
我
を
し
た
り
危
険
で
、
労
力

や
時
間
が
か
か
る
。
使
用
者
自
身
が
出
し
入
れ
す
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
討
論
の
結

果
、
従
来
の
卓
球
台
（
十
二
台
）
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
常
設
を
廃
止
し
て
全
フ
ロ
ア
ー
オ
ー
プ
ン
方
式
と

し
、
運
動
用
具
（
卓
球
台
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ネ
ッ
ト

な
ど
）
は
使
用
者
自
身
が
出
し
入
れ
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
小
学
生
は
職
員
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

ウ
個
人
利
用
時
間
帯
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
設
置

　
従
来
の
卓
球
二
面
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
面
使
用
を

改
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
利
用
希
望
者
の
要
望
を
入
れ
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
を
新
設
し
、
三
面
三
種
目
の
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
同
年
八
月
、
ネ
ッ
ト
設

置
工
事
の
完
了
後
実
施
し
た
。
当
日
欠
席
の
卓
球
利

用
者
か
ら
は
不
満
の
声
も
聞
こ
え
た
が
、
決
定
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
。

さ
も
な
い
と
「
利
用
者
自
身
が
つ
く
る
施
設
の
利
用

ル
ー
ル
づ
く
り
」
の
意
味
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

結
果
、
現
在
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
は
中
高
生
を

中
心
に
賑
わ
い
体
育
館
利
用
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

３
一
共
存
共
栄
型
セ
ン
タ
ー
祭
り

①
―
実
行
委
員
会
制

　
八
年
に
行
っ
た
セ
ン
タ
ー
祭
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
基
づ
い
て
、
翌
年
か
ら
毎
年
秋
に
実
行
委
員
会

制
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
祭
り
を
開
催
し
て
き
た
。

　
図
―
１
の
よ
う
に
、
参
加
希
望
の
同
分
野
の
団
体

を
四
～
五
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

代
表
者
を
選
出
し
て
も
ら
う
。
代
表
者
と
館
長
、
指

導
員
で
実
行
委
員
会
を
行
い
、
企
画
案
を
ま
と
め
再

び
全
体
会
に
か
け
る
。
必
要
に
応
じ
て
各
グ
ル
ー
プ

討
議
が
も
た
れ
る
。
作
業
も
分
担
し
て
、
参
加
者
全

員
で
祭
り
の
共
通
認
識
を
作
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程

で
、
利
用
者
相
互
、
利
用
者
と
館
職
員
の
間
に
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
結
果
は
来

場
者
数
の
増
加
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
（
十
一
年
度

二
千
百
人
）
。
展
示
技
術
や
祭
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、

経
験
豊
富
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
も
多
い

し
、
参
加
者
同
士
が
、
終
了
後
、
互
い
に
家
を
行
き

来
し
て
い
る
な
ど
地
域
連
携
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

②
―
懇
親
会
の
開
催

　
参
加
者
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、

九
年
よ
り
、
最
終
日
に
体
育
館
で
会
費
制
（
五
百
円
）

に
よ
る
交
流
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
て
い
る
。
数
力
月

か
け
て
準
備
し
て
き
た
祭
り
の
総
決
算
で
あ
り
、
こ

の
時
は
、
余
興
、
福
引
あ
り
で
、
缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯

す
る
（
本
年
度
百
六
十
人
参
加
）
。
も
ち
ろ
ん
、
司

会
・
進
行
も
選
ば
れ
た
実
行
委
員
が
行
い
、
区
役
所

や
運
営
委
員
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
今
で
は
セ
ン

タ
ー
祭
り
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

４
一
地
域
に
根
ざ
し
た
自
主
事
業

　
①
社
会
的
要
求
課
題
や
地
域
の
必
要
課
題
中
心
の

生
涯
学
習
、
②
世
代
間
交
流
、
③
既
存
グ
ル
ー
プ
の

支
援
講
座
、
④
地
域
講
師
（
町
の
名
人
や
在
住
外
国

人
）
に
よ
る
事
業
、
近
隣
の
学
校
と
の
連
携
事
業
な

ど
年
間
約
五
十
の
自
主
事
業
の
中
で
、
地
域
の
人
々

の
声
を
、
直
接
ま
た
は
間
接
的
な
形
で
反
映
さ
せ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

５
一
神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
の
取
り
組
み
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神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
は
、
利
用
者
参
加



と
同
時
に
、
運
営
の
担
い
手
と
し
て
の
区
民
参
加
も

積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

①
―
施
設
協
会
の
設
立

　
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
区
民
利
用
施
設
は
、
従
来

そ
の
地
元
で
組
織
さ
れ
た
運
営
委
員
会
に
運
営
委
託

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
運
営
委
員
の
負
担
の
軽
減
化
と

事
務
の
効
率
化
の
た
め
に
、
平
成
七
年
、
十
八
区
そ

れ
ぞ
れ
に
「
区
民
利
用
施
設
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、

事
務
局
職
員
二
人
を
配
置
、
事
務
局
長
は
区
の
地
域

振
興
課
長
が
兼
務
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
神
奈
川
区
の
所
管
施
設
は
地
区
セ
ン
タ
ー
、

集
会
所
、
ス
ポ
ー
ツ
会
館
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
な
ど
九
施
設
で
、
職
員
数
は
月
給
者

時
給
者
あ
わ
せ
て
約
百
人
。
施
設
の
形
態
は
、
人
員

配
置
、
館
長
の
有
無
、
運
営
方
法
な
ど
様
々
で
、
区

内
で
も
横
の
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

②
―
館
長
等
代
表
者
会
議

　
第
一
に
取
り
組
ん
だ
の
が
各
施
設
の
代
表
者
に
よ

る
「
館
長
等
代
表
者
会
議
」
で
、
館
長
の
い
な
い
施

設
は
運
営
委
員
や
ス
タ
ッ
フ
（
時
給
者
）
の
代
表
が

参
加
し
、
毎
月
定
例
で
開
催
し
て
い
る
。
議
題
の
ほ

か
に
、
必
要
に
応
じ
て
区
民
か
ら
の
苦
情
な
ど
を
「
事

例
研
究
」
と
し
て
話
し
合
い
、
共
通
認
識
の
基
本
を

作
る
よ
う
努
力
し
た
。
施
設
の
規
模
や
形
態
の
違
い

を
こ
え
て
意
見
交
換
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
利
用
者
会
議
」
に
つ
い
て
も
神
大
寺
地

区
セ
ン
タ
ー
の
実
施
例
を
こ
の
会
議
で
報
告
し
、
必

要
性
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
各
施
設
で
の

年
一
回
の
「
利
用
者
会
議
」
を
協
会
の
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
た
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
子
ど
も
の
た
め
の
施

設
な
の
で
、
利
用
者
会
議
を
「
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」

と
呼
び
、
小
学
生
た
ち
が
『
遊
び
方
の
ル
ー
ル
』
な

ど
を
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。

③
―
研
修
と
職
員
の
意
識

　
職
員
に
は
時
給
者
が
多
く
、
研
修
に
は
人
件
費
が

必
要
と
な
る
た
め
、
従
来
地
区
セ
ン
タ
ー
に
の
み
つ

い
て
い
た
研
修
費
を
一
本
化
し
て
全
施
設
・
全
職
員

へ
の
研
修
を
実
施
し
た
。
「
全
体
研
修
」
「
人
権
研
修
」

「
接
遇
研
修
」
「
指
導
員
（
副
館
長
）
研
修
」
「
職
種

別
研
修
（
図
書
担
当
者
等
）
」
「
各
施
設
別
の
研
修
」

な
ど
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
「
全
体
研
修
」
は
施

設
に
よ
っ
て
休
館
日
が
違
う
た
め
二
回
に
分
け
て
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
、
六
十
人
の
職
員
が

施
設
の
枠
を
超
え
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
自
分
の
施

設
の
良
さ
、
問
題
点
、
解
決
策
」
な
ど
を
話
し
合
う

方
法
を
と
り
、
自
分
た
ち
の
役
割
や
他
の
施
設
を
よ

り
理
解
す
る
場
と
し
て
い
る
。

　
自
主
事
業
（
施
設
で
行
う
講
座
や
教
室
等
）
に
関

す
る
研
修
で
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
を
重
視
し
、
区

の
生
涯
学
習
支
援
係
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
実
施

し
て
き
た
。
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
も
多
く
な
り
、
各
施
設
の
特
色
が
出
て
き
た
。

④
―
公
募
に
よ
る
職
員
採
用

　
設
立
翌
年
度
採
用
分
か
ら
、
施
設
協
会
一
括
の
採

用
試
験
と
し
、
地
区
セ
ン
タ
ー
指
導
員
（
副
館
長
）

と
ス
タ
ッ
フ
（
時
給
者
）
を
公
募
し
た
。
職
員
の
任

期
が
二
年
～
五
年
の
た
め
、
毎
年
三
十
～
四
十
人
程

の
募
集
と
な
る
。
職
員
の
勤
務
体
制
が
施
設
に
よ
り

細
か
く
違
う
た
め
、
「
業
務
説
明
会
」
を
時
間
帯
を

変
え
て
平
日
午
前
・
平
日
夜
間
・
土
曜
日
の
三
回
開

催
し
、
内
容
を
理
解
の
上
応
募
し
て
も
ら
う
方
式
と

し
た
。
業
務
説
明
会
参
加
者
は
年
々
増
加
傾
向
で
、

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
③
地
域
施
設
の
建
設
・
運
営
と
合
意
形
成

実
際
の
応
募
者
は
約
半
数
で
あ
る
が
、
募
集
要
項
の

区
内
全
戸
回
覧
も
含
め
て
か
な
り
の
施
設
Ｐ
Ｒ
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
表
―
３
）
。

　
応
募
者
は
、
子
育
て
の
一
段
落
し
た
四
、
五
十
代

の
女
性
と
、
定
年
後
の
六
〇
代
男
性
が
多
い
の
が
特

徴
で
（
図
―
２
）
、
再
就
職
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
、

地
域
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
仕
事
と
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
。
採
用
さ
れ
る
職
員
の
大
多
数
が
地

域
住
民
で
あ
る
。
短
い
任
期
で
は
あ
る
が
、
仕
事
を

通
じ
て
区
民
利
用
施
設
の
役
割
を
理
解
し
、
退
職
後

も
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、
任
期
終
了
後
、
当
協
会
や
生

涯
学
習
関
連
の
仕
事
に
応
募
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕

事
に
つ
い
た
時
給
者
も
数
人
誕
生
し
て
い
る
。

６
一
今
後
に
向
け
て

　
日
頃
の
業
務
の
中
で
感
じ
る
こ
と
は
、
「
区
民
利

用
施
設
」
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
生
涯
学
習
の
場

の
み
な
ら
ず
、
一
番
身
近
な
「
行
政
の
窓
口
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
施
設
本
来
の
サ
ー
ビ
ス
や

利
用
者
会
議
、
職
員
募
集
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の

意
見
や
要
望
を
ど
の
よ
う
に
汲
み
取
り
、
合
意
形
成

を
行
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
、

施
設
側
の
働
き
掛
け
や
想
い
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
か
、
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
の
中
で
の
区
民
利

用
施
設
協
会
の
職
員
の
役
割
は
大
き
い
。
委
託
側
の

区
と
の
連
携
、
各
区
の
区
民
利
用
施
設
協
会
と
の
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
「
生
涯
学
習
」
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
拠
点
と
し
て
の
「
区
民
利
用
施
設
」
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

〈
牧
野
＝
神
大
寺
地
区
セ
ン
タ
ー
館
長
／
深
沢
＝
神

奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
事
務
局
職
員
>

表―3　職員募集　業務説明会参加者図―2　平成11年度　応募者年代別グラフ
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